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第
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十
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第
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八

本
邦
古
墳
出
土
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雲
鏡
に
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い
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の
一
二
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考
察

梅

豊

原

末
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こ
の
小
編
…
は
郷
四
に
『
考
古
學
呼
出
ゆ
』
餓
埋
冒
一
四
径
第
二
號
に
加
燭
載
を
搬
幽
ふ

た
鋼
丈
「
上
代
鋳
鏡
に
就
い
て
の
一
所
見
」
に
脂
手
す
る
隣
あ
っ
た
本
邦

繊
土
に
係
る
士
樋
締
〃
の
中
、
同
じ
礁
駕
犯
で
作
ら
れ
た
と
畳
し
い
・
禰
只
例
と
し

て
、
爾
後
更
に
確
め
る
こ
と
の
二
重
た
も
の
を
畢
げ
、
翫
冨
時
省
略
に
附
し

た
そ
れ
か
ら
一
別
に
考
へ
ら
れ
る
一
二
の
鱒
澱
に
聴
す
る
郡
見
を
書
き
つ
Ψ
つ

た
も
の
で
あ
る
。
蘭
…
春
と
群
円
讃
の
土
敏
示
を
配
付
ば
箪
蒋
の
瀞
二
丁
と
す
る
所

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
繭

我
が
上
代
の
志
墳
か
ら
磯
見
さ
れ
る
古
鏡
類
に
就
い
て
は
、
早

く
か
ら
筆
者
は
そ
の
集
成
と
考
察
と
を
心
掛
け
た
の
で
あ
っ
て
、

右
の
結
果
の
一
曹
を
先
づ
故
富
岡
先
生
選
著
の
『
古
鏡
の
研
究
』

の
う
ち
に
載
せ
た
ζ
と
が
あ
っ
た
。
今
日
か
ら
見
る
と
極
め
て

不
充
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
追
出
の
宋
年
に
後
藤
守
一
氏

の
手
で
…
摺
補
の
上
、
氏
の
臼
本
考
古
學
大
成
第
…
の
『
漢
式
鏡
』

の
主
要
な
部
分
を
な
し
て
、
爾
後
の
そ
の
分
野
に
於
け
る
基
礎
的

な
資
料
た
る
役
籟
を
果
し
て
、
云
は
冨
そ
こ
に
一
つ
の
段
階
を
翻

し
た
槻
が
あ
る
ゆ
而
し
て
同
書
で
可
な
り
不
鮮
明
だ
っ
允
意
品
の

篤
眞
な
り
拓
影
の
類
が
一
昨
々
年
『
古
鏡
聚
穿
く
』
の
ト
…
巻
中
に
殆

ん
ど
共
ま
転
に
二
三
版
で
大
遷
く
再
録
せ
ら
れ
、
利
用
者
に
新
し

い
便
釜
を
凱
ハ
へ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
驕
係
遺
品
の
聚
成
と
し
て
今

や
多
く
の
著
録
の
糠
る
所
と
な
っ
て
み
る
。
但
し
『
漢
式
鏡
』
に

兇
ら
れ
る
費
料
は
實
は
筆
者
の
試
み
た
當
初
の
集
成
以
後
に
あ
っ

て
は
、
主
に
帝
室
博
物
館
の
新
牧
ロ
開
が
補
は
れ
た
と
云
ふ
程
度
に

と
璽
ま
る
が
爲
に
、
地
方
に
保
存
さ
れ
て
み
る
遺
品
に
關
開
す
る
遺

漏
が
な
ほ
少
な
く
な
い
。
こ
の
事
は
爾
後
手
許
に
集
ま
っ
た
資

料
の
み
か
ら
す
る
も
、
巾
で
隅
立
っ
て
大
き
い
舶
載
の
支
那
鏡

が
、
薪
に
磯
見
せ
ら
れ
た
類
を
加
へ
る
事
に
依
っ
て
、
氏
の
睾
げ
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て
る
る
竜
の
に
略
ζ
倍
淫
す
る
難
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
颪

竜
是
等
が
實
は
筆
者
一
が
‡
｛
と
し
て
・
支
瀦
〃
考
一
山
羅
㍗
の
調
査
考
察
に
從

ふ
絵
暇
の
所
見
で
あ
る
所
か
ら
、
審
へ
際
の
上
で
は
更
に
右
の
分
野

に
よ
の
多
く
の
造
品
の
存
在
が
豫
想
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ゆ
、
引
い

て
我
が
古
墳
欝
土
留
に
就
い
て
の
新
た
な
聚
成
と
再
槍
討
の
要
を

戒
卿
す
る
次
第
で
あ
る
。
そ
ご
．
で
筆
者
は
三
四
年
繭
大
藩
の
特
殊
講
…

義
と
し
て
こ
の
閥
題
を
取
り
上
げ
て
、
璃
來
得
る
限
り
の
感
恩
を

試
み
、
そ
の
支
那
鏡
に
就
い
て
は
鏡
式
に
依
る
分
布
表
を
作
ち
て

實
相
を
把
握
す
る
に
っ
と
め
、
ま
た
そ
れ
等
か
ら
譲
位
し
た
鄙
見

の
一
嬬
…
を
ば
考
古
墨
罷
職
編
纂
の
『
鏡
劔
及
車
の
研
究
』
に
寄
せ
て

同
好
者
の
　
譲
に
供
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
曳
に
利
用
す
る
春
望

は
そ
の
際
に
纒
め
得
た
所
に
、
更
に
着
干
の
新
…
欝
ま
晶
を
追
補
し

だ
竜
の
に
外
な
ら
ぬ
。
初
に
先
づ
右
の
鏡
式
別
の
分
布
表
を
學
げ

て
基
く
所
を
明
に
し
て
罎
く
。

本
邦
十
日
墳
出
ふ
あ
支
那
鰯
㎜
雌
蜆
式
國
別
八
万
布
表
　
　
　
（
昭
和
十
九
年
六
H
〃
霊
で
の
踊
闘
査
に
依
る
）

　
　
鏡
式
國
溺

箭
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式
目

内
部
花
紋
　
　
鏡

細
線
古
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憩
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畷
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搬
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鏡

三
角
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牛
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刻
糊
置
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搬
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本
・
邦
由
灘
憐
一
驚
土
の
洞
牌
氾
鰭
酬
に
就
い
て
の
一
二
の
考
｛
祭
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六
〇

二
六
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五
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5312’玉6421215磐53

　
四
｝
三

（
内
壕
四
）

備
考

（
｝
）
　
細
線
式
蹴
一
右
下
…
は
細
線
式
四
欝
欝
一
類
の
う
ち
に
、
ま
た
｛
†
圓
方
形
轡
紳
嘉
承
脚
は
便
宜
小
丁
里
離
獣
幣
締
…
Φ
に
そ
れ
み
＼
包
括
せ
し
め
た
。

（
二
）
　
表
巾
・
其
他
の
支
那
纏
…
中
に
は
「
位
［
至
三
公
」
の
銘
…
あ
る
…
饗
獣
鏡
（
爾
鞭
判
。
露
華
・
伊
軋
勢
・
周
防
・
相
槽
幌
）
、
最
近
聚
n
兄
さ
れ
た
獣
単
式
鏡
（
日
向
）
等

　
　
　
を
含
む
。

（　192　）



　
齎
の
表
を
通
親
す
る
と
、
我
が
古
墳
轟
土
の
支
那
鏡
に
あ
っ
て

は
、
大
き
な
分
類
の
上
か
ら
所
謂
三
角
緻
榊
蹴
鏡
が
第
一
位
を
占

め
て
、
以
下
書
丈
幣
紳
鰍
鏡
・
内
行
花
文
鏡
・
鍵
象
鏡
の
順
で
磯
見

例
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
な
ほ
表
を

作
製
し
得
な
い
で
る
る
が
、
本
藤
井
蠕
造
の
鏡
に
於
い
て
竜
云
ひ
得

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
廉
潔
で
は
三
角
縁
瀞
獣
鏡
・
叢
縛
帯
榊

獣
鏡
系
・
内
灘
花
文
鏡
の
三
者
と
、
規
矩
北
畑
蜜
蝋
に
属
す
る
竜

の
が
R
立
っ
て
多
い
。
癒
が
北
嶺
に
同
じ
鏡
式
の
多
い
黙
か
ら
そ

の
…
間
に
、
故
高
橋
博
士
が
夙
に
注
意
せ
ら
れ
、
爾
後
の
研
究
者
に
依

っ
て
例
誰
を
・
加
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
ご
兄
同
じ
背
文
の
鏡
の
並
存

す
る
黙
が
自
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
更
に
既
に
論
じ
、
ま

距
以
下
に
考
へ
よ
う
と
す
る
糠
灰
を
な
す
同
じ
鏡
池
か
ら
出
た
と

認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
こ
と
の
確
め
ら
れ
る
糠
に
な
つ
陀
契
機

を
藏
す
る
の
で
あ
る
。
こ
曳
で
是
等
の
所
謂
岡
式
鏡
の
う
ち
で
、

同
じ
萢
か
ら
出
た
鏡
が
ど
の
位
あ
る
か
の
實
際
問
題
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
噌
こ
れ
の
確
定
に
就
い
て
は
、
｝
々
の
詳
し
い
比
較
検
討

を
要
す
る
こ
と
そ
の
性
質
上
云
ふ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
虞
が
先
づ

、
贅
料
の
上
で
現
寝
手
腕
に
あ
る
も
の
で
は
、
邉
憾
な
が
ら
す
べ
て

　
　
　
　
本
邦
古
墳
爵
土
の
論
難
鏡
に
就
い
て
の
ご
一
の
考
察

に
亙
っ
て
そ
れ
を
行
ふ
に
鉄
け
た
黙
が
あ
っ
て
、
結
局
に
於
い
て

そ
れ
は
凡
そ
全
艦
の
牟
ば
を
多
く
…
出
な
い
程
度
に
と
Ψ
ま
っ
た
。
・

と
云
ふ
の
は
比
較
上
こ
の
柵
蛎
合
最
も
整
ま
し
い
一
々
の
｛
二
物
の
三

業
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
く
、
吹
の
爲
眞
・
画
影
∵
實
測
圃
の
三

つ
の
具
備
し
た
費
料
が
右
の
程
度
に
遇
ぎ
な
か
っ
た
爲
で
あ
る
。

然
る
に
も
か
曳
は
ら
す
、
そ
の
結
渠
と
し
て
、
薗
文
に
一
端
を
録

し
た
薪
肝
癌
の
外
に
、
な
ほ
岡
じ
類
の
可
な
り
多
い
こ
と
、
・
即
ち

支
那
鏡
に
あ
っ
て
は
彼
地
で
岡
じ
箆
で
作
ら
れ
夜
憩
品
が
少
な
か

ら
ず
我
が
國
に
癒
さ
れ
、
ま
丸
本
郵
蟻
…
逝
鎧
W
に
あ
っ
て
も
同
じ
軸
氾

の
所
産
品
が
前
者
と
共
に
各
地
に
分
散
し
て
劃
葬
さ
れ
て
る
る
事

實
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
資
料
が
整
備
す
る
に
於
い
て

は
右
の
類
が
一
層
そ
の
實
例
を
加
へ
る
も
の
と
認
め
て
誤
吟
は
あ

る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
さ
て
か
様
な
實
状
の
許
に
筆
潜
が
今
日
ま
で
知
わ
得
た
岡
じ
箔
…

か
ら
出
た
と
推
定
し
だ
本
邦
古
墳
出
土
鏡
を
列
記
す
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
後
の
鷲
察
の
便
を
考
へ
て
、
既
に
暴
げ
允

類
を
需
併
せ
記
し
℃
支
那
鏡
よ
b
・
は
じ
め
た
。
但
し
既
璃
の
も
の

　
　
　
　
　
　
第
三
＋
巻
箪
ゴ
一
號
　
　
　
一
ご
ご
　
　
．
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本
邦
闇
黒
ハ
轟
土
の
嗣
榊
胃
鏡
に
就
い
て
の
｝
二
の
考
察

に
就
い
て
は
す
べ
て
解
説
を
省
略
す
る
。

一
　
王
氏
作
劇
入
暴
虎
書
象
鏡
・

こ
の
鏡
は
大
和
國
佐
味
円
賓
塚
古
墳
か
ら
出
駕
尚
方
作
の
銘
あ
る

為
楽
と
並
ん
で
、
岡
式
鏡
中
の
整
美
な
一
に
数
へ
ら
れ
て
居
り
、

そ
の
蒲
鉾
歌
に
近
い
銘
帯
に

　
泥
氏
作
寛
佳
且
好
。
明
蒲
鷺
月
世
之
保
。
服
此
党
者
不
知
老
。

　
番
導
束
王
父
幕
営
母
。
，
山
人
予
諏
口
恥
赤
松
保
二
親
賞
□
。
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
銘
が
あ
っ
て
、
右
の
王
氏
．
作
党
な
る
句
か
ら
當
日
て
故
高
橋
博
士

に
依
っ
て
里
潔
鏡
の
一
に
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
輪
回
の

知
見
か
ら
す
る
と
、
そ
の
鋳
造
の
年
代
は
後
漢
の
串
期
以
降
に
置

く
醜
き
こ
と
略
た
疑
が
な
い
。
從
來
の
焚
見
例
は
川
土
地
の
明

確
な
　
大
和
國
宇
陀
郡
榛
原
町
大
字
上
井
足
古
墳
出
ま

　
備
前
國
邑
久
郡
美
和
村
築
山
宵
墳
患
土

の
二
颪
が
帝
室
博
物
館
に
、
所
藏
、
ま
た

　
韓
山
城
．
國
蕉
葛
野
郡
（
現
京
都
市
右
京
藻
）
松
尾
村
賓
塚
出
土

の
選
品
が
、
現
在
辱
屋
孝
藏
琉
の
許
に
あ
っ
て
三
面
を
数
へ
、
な

ぼ
別
に
豊
前
國
京
都
郡
羅
川
村
大
字
花
意
馬
ケ
箆
古
墳
か
ら
も
獲

．t

　
　
　
　
　
　
第
三
十
巻
　
第
三
號
　
　
　
二
四

見
さ
れ
て
る
る
こ
と
が
弘
津
典
丈
氏
に
依
っ
て
報
告
さ
れ
て
る

る
。
庭
が
是
等
の
う
ち
初
の
こ
∵
阻
は
拓
木
を
重
訟
て
比
較
し
た
結

果
細
榔
に
至
る
ま
で
合
致
し
て
、
嗣
…
鏡
箔
か
ら
出
た
こ
と
を
知

り
…
得
る
の
で
あ
り
、
最
後
の
瓢
瑚
竜
飼
一
躍
た
る
の
公
算
が
大
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
　
公
□
氏
作
入
物
車
馬
書
象
鏡

　
由
城
國
綴
喜
郡
飯
岡
ト
ツ
カ
古
墳
出
土
（
恩
賜
京
都
博
物
館
藏
）

　
肥
後
國
玉
名
郡
江
田
町
船
山
古
墳
出
土
（
帝
窒
博
物
館
藏
）

　
徳
豊
繭
國
京
都
．
郡
古
墳
出
唄
（
京
都
藤
井
氏
有
隣
館
藏
）

三
　
爾
戯
作
診
断
書
置
鏡

一
部
に
舞
踊
の
歌
景
を
表
は
し
た
こ
の
特
色
あ
る
鏡
の
盆
前
の
出

土
綱
は
、
翫
に
鶴
文
に
掲
げ
た
が
、
そ
れ
等
は
う
ち
に
細
部
に
於

い
て
、
少
許
の
相
違
の
あ
る
竜
の
が
並
び
存
す
る
研
か
ら
、
未
だ

俄
か
に
す
べ
て
を
嗣
一
．
抱
の
擁
出
と
な
し
難
い
こ
と
を
記
す
る
の

外
な
か
っ
た
。
廉
…
が
爾
後
比
較
考
察
を
車
ね
だ
結
皿
小
、
惜
土
地
の

柔
な
五
醸
と
そ
の
不
詳
な
四
面
の
う
ち
で
、
河
内
國
中
河
内
郡
高

安
村
福
川
出
土
の
一
鏡
（
帝
室
博
物
館
藏
）
と
、
い
ま
ボ
ス
ト
ン
美

術
博
物
館
に
飯
藏
す
る
同
じ
河
内
國
南
河
内
郷
道
明
寺
村
澤
田
長
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持
山
古
墳
出
圭
と
推
定
せ
ら
れ
る
鏡
と
が
全
く
絹
重
な
っ
て
、
形

が
他
よ
り
も
少
し
く
大
き
く
、
且
つ
背
文
が
鮮
鋭
に
嬬
上
が
つ
て

ゐ
み
の
に
鋤
し
、
他
方
碧
荻
國
遠
敷
郡
瓜
生
村
脇
袋
繭
塚
出
過
品

（
諸
陵
療
藏
）
と
山
城
國
綴
噺
下
郡
飯
開
塾
。
ツ
カ
士
“
墳
由
出
土
鏡
パ
恩
賜

京
都
博
物
館
藏
）
の
、
皿
者
が
ま
た
全
く
三
重
な
っ
て
、
こ
の
・
万
が

銭
上
り
に
於
い
て
も
前
者
程
鮮
明
で
な
い
こ
と
が
分
明
し
允
。
な

ほ
出
土
地
不
詳
の
遺
品
中
、
根
津
美
術
館
牧
藏
の
二
爾
は
一
面
宛

右
の
記
者
の
そ
れ
ぐ
と
一
致
す
る
も
の
た
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
、

ゑ
た
八
馬
餓
介
氏
の
牧
藏
晶
申
に
見
る
破
鏡
も
後
者
と
合
致
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
、
比
較
の
肥
料
の
充
分
で
な
い
二
両
を
除
い
て

他
は
す
べ
て
二
種
の
穫
れ
か
と
同
形
鏡
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
銅
梁
獄
幣
鏡

四
書
外
一
ご
獣
を
ば
貴
女
で
表
は
し
次
内
匿
電
丈
の
内
側
に
銘
帯
が

あ
っ
て
、
そ
の
初
に
四
川
省
合
川
縣
の
南
…
に
あ
る
名
山
の
名
を
表

は
し
た
こ
の
鏡
は
、
早
く
赦
富
岡
先
生
に
依
っ
て
撮
津
國
一
二
島
郡

阿
武
野
村
大
字
黒
餅
石
塚
出
セ
藷
が
紹
介
せ
ら
れ
て
み
る
。
然
る

に
そ
の
穏
…
更
に
知
砂
得
た
同
慶
r
に
次
の
二
側
が
あ
っ
て
、
三
者
が

　
　
　
　
本
邦
古
墳
斑
土
の
同
紳
氾
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

敦
れ
も
細
部
の
末
に
掌
る
ま
で
一
致
し
、
通
じ
て
鋳
上
り
も
岡
程

度
で
あ
る
班
か
ら
、
同
じ
鉢
施
に
依
る
作
品
隠
る
こ
と
が
分
明
す

る
。

　
雛
津
國
豊
中
市
閥
町
附
近
霧
某
出
土
（
同
地
申
倉
力
藏
氏
藏
）

　
徳
大
和
國
添
上
郡
大
安
寺
古
墳
出
至
（
京
都
守
屋
三
三
三
三
）

五
　
三
方
三
三
獣
帯
鏡

　
油
城
國
京
都
市
葱
川
岡
村
樫
原
一
本
松
塚
、
出
至
品
（
京
都
帝
園

　
大
二
丈
羅
部
保
管
）

　
播
磨
國
揖
保
郡
香
鶴
村
大
字
吉
島
字
松
由
古
墳
揖
土
品
（
帝
室

　
博
物
館
藏
〉

右
の
二
者
が
共
に
漆
黒
の
銅
の
地
肌
を
し
て
、
註
文
を
同
じ
く
す

る
こ
と
は
夙
に
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
破
空
し
た
二
者
の

拓
影
を
重
ね
て
調
べ
た
結
果
、
現
存
部
は
符
餓
を
合
せ
た
如
く
一

致
し
て
、
ま
た
糊
∵
掲
鏡
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
・
も
の
な
る
を
知
・
り
得

た
。
．
本
鏡
の
疇
造
の
年
代
は
後
漢
に
嶋
す
る
で
あ
ら
う
。

臨
ハ
　
般
難
麓
誓
〔
象
伽
軍
記
‘

三
角
縁
を
し
て
み
る
が
、
内
賊
に
は
軍
機
の
馳
の
開
に
大
き
く
所

謂
盤
龍
を
ば
牟
肉
刻
に
て
配
布
し
、
實
は
龍
虎
と
忘
し
い
こ
の
獣

　
　
　
　
　
　
第
蹴
＋
巻
第
　
竺
號
　
、
　
二
五

（］90’）



　
　
　
　
本
邦
古
壇
野
望
土
の
一
同
肋
氾
鏡
に
就
い
て
の
…
蝋
蝋
の
考
察

形
が
聖
立
っ
て
る
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
穫
る
幅
廣
い
帯
に

車
馬
入
物
等
を
ば
識
象
鏡
に
見
る
と
薫
じ
手
法
で
表
は
し
た
醗
に

特
色
を
示
す
。
こ
の
種
鏡
は
、
黒
く
上
野
國
北
廿
国
郡
額
部
村
大

字
南
後
閑
の
北
山
露
墳
か
ら
幽
た
も
の
が
諸
陵
寮
に
所
藏
さ
れ
、

ま
旋
故
富
醐
先
生
の
蒐
集
品
申
に
大
和
國
出
土
と
推
定
さ
れ
る
一

面
が
あ
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
み
る
が
、
薗
年
近
涯
國
野
洲
郡
野
洲

町
小
篠
．
原
大
岩
山
古
墳
か
ら
一
面
を
望
見
、
更
に
京
都
守
屋
孝
藏

氏
の
許
に
竜
大
和
國
生
駒
郡
富
雄
当
盤
山
古
墳
か
ら
潜
勢
か
と
思

は
れ
る
一
面
の
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
、
今
や
實
例
四
面
を
数
へ
る

に
至
っ
た
。
庭
が
こ
の
膨
面
を
比
較
す
る
と
、
三
の
俺
方
三
豊
入

墨
練
鏡
の
揚
合
と
局
じ
く
、
す
べ
て
は
嗣
じ
式
な
が
ら
、
そ
の
擶

に
少
許
の
差
異
の
あ
る
二
組
に
分
れ
て
、
二
面
宛
相
重
な
る
事
が

確
め
ら
れ
る
。
帥
ち
上
野
闘
北
山
宵
墳
磯
見
謀
と
近
江
事
大
岩
山

の
鏡
と
は
中
で
形
が
少
し
く
大
き
く
、
且
つ
錐
上
砂
の
鮮
鋭
な
竜

の
で
あ
り
、
故
富
岡
先
生
の
…
野
馳
と
馬
屋
氏
の
至
聖
と
は
他
の
互

に
相
重
な
る
組
を
な
し
、
こ
の
方
は
形
添
幾
分
小
さ
く
、
背
文
の

筆
鋒
も
前
者
よ
り
も
藩
干
劣
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

七
　
陳
氏
耳
玉
人
車
焉
甕
暴
馬

　
　
　
　
　
　
第
瓢
｛
十
轡
　
　
餓
塀
…
瓢
號
　
　
　
．
　
　
二
山
ハ

　
三
角
縁
で
内
医
四
個
の
綴
起
座
乳
の
開
に
放
射
朕
に
主
文
を
配

す
る
醗
、
三
角
縁
帥
翼
鏡
と
趣
を
同
じ
く
す
る
が
、
本
鏡
式
で
は

怪
獣
に
代
へ
る
に
四
頭
立
の
馬
の
引
く
車
を
以
て
し
て
、
そ
れ
が

書
墨
譜
に
見
る
の
と
合
致
し
て
居
り
、
叉
銘
は
小
変
と
交
互
に

　
三
型
作
鏡
□
青
圃
、
上
灘
強
堅
不
知
老
。
宜
高
官
保
予
、
愛
孫

　
長
□
　
・

の
銘
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鏡
で
は
早
く
和
弼
千
吉
氏

蒐
集
の
薄
上
野
園
多
野
郡
三
本
木
出
翫
品
が
知
ら
れ
て
み
た
が
、

繭
年
甲
斐
國
東
八
代
塗
下
曾
根
村
由
本
銚
子
塚
か
ら
同
式
の
鏡
が

智
見
さ
れ
（
帝
室
博
物
館
藏
）
、
独
者
が
全
く
一
致
し
、
後
者
の
方

が
鋳
上
り
も
よ
く
、
前
者
に
先
立
っ
て
同
じ
範
で
作
ら
れ
た
こ
と

が
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
も
出
土
例
の
多
い
通
お
の
三
角
縁
一
躍
七
竃
に
あ
っ
て
は
、
元

來
異
文
に
凸
凹
が
多
く
從
っ
て
個
々
の
拓
木
が
必
ず
し
も
岡
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

作
り
鹸
ね
る
が
上
に
、
銃
に
覆
は
れ
旋
り
ま
た
破
律
な
ど
し
て
、

比
較
上
の
困
難
を
作
ふ
も
の
が
多
く
、
引
い
て
繭
丈
に
記
し
泥
二

紳
二
歓
天
王
日
月
鏡
の
五
面
岡
一
例
を
除
い
て
、
典
後
確
め
得
允

類
は
撫
圭
造
品
の
多
い
の
に
較
べ
て
な
ほ
左
程
多
く
な
い
。
次
に
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先
づ
右
の
既
知
の
偶
を
軍
記
の
上
、
新
た
に
認
め
得
た
若
干
を
畢

げ
る
。
　
　
　
　
　
　
・

八
　
三
角
縁
二
聯
二
獣
天
王
日
月
鏡

　
山
城
國
乙
訓
郡
乙
訓
村
長
法
寺
南
原
古
墳
　
二
面
（
帝
室
博
物

　
館
藏
）

辱
詞
　
國
綴
喜
郡
八
幡
町
志
水
爾
車
塚
古
墳
繊
鳴
（
同
上
）

　
癬
津
國
武
庫
郷
岡
本
村
マ
ン
バ
イ
の
ヘ
ボ
ン
塚
出
土
（
同
上
）

、
美
濃
國
不
破
郡
蹴
出
村
長
塚
古
墳
出
土
（
岡
上
）

九
　
口
篭
元
年
　
二
季
緻
紳
獣
鏡

　
上
野
層
群
馬
郡
大
類
村
大
字
芝
崎
宵
割
出
豪
（
隣
室
博
物
館
藏
）

　
但
馬
國
出
石
郡
紳
美
村
大
字
森
尾
古
墳
出
重
（
京
都
帝
國
大
學

　
保
管
）

一
〇
　
三
角
縁
爆
心
四
型
四
蹴
鏡

三
角
縁
聯
翼
鏡
中
、
北
ハ
銘
文
巾
に
「
銅
出
徐
州
師
出
洛
陽
」
の
銘
の

あ
る
こ
の
鏡
式
は
、
尻
切
…
割
合
に
獲
引
例
の
多
い
も
の
で
、
嘗
て

赦
高
橋
博
壬
に
依
っ
て
、
ま
た
王
弊
代
の
遺
贔
と
せ
ら
れ
允
祈
か

ら
旧
名
で
あ
る
。
然
る
に
從
來
の
繊
垂
例
を
見
る
と
大
き
さ
が
必

ず
し
屯
一
で
な
く
、
ま
た
銘
文
に
違
ひ
な
ど
も
あ
っ
て
、
通
じ
て

　
　
　
　
山
小
邦
古
酒
ハ
爵
土
の
岡
牌
泓
銚
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

同
じ
飾
氾
か
ら
出
た
と
な
し
難
い
。
中
で
最
も
大
き
い
樫
八
寸
五
分

内
外
の
大
和
國
佐
味
田
賓
壌
出
至
璽
鏡
と
但
矯
國
翫
着
工
紳
美
・

村
大
字
森
尾
古
墳
出
土
品
と
は
酷
似
し
た
も
の
と
し
て
｝
見
同
箔

の
燧
煙
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
而
も
仔
綱
に
見
る
と
熱
願
の
銘
丈

に
は
末
尾
の
宜
予
孫
の
上
に
長
の
字
が
僚
分
に
あ
っ
て
、
別
冊
氾
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
虞
が
い
ま
ス
プ
リ
ン
グ
・
ブ
イ
ル
ド
の
ビ
ッ

ド
ウ
エ
ル
氏
の
饗
す
る
同
式
鏡
は
、
既
に
出
土
地
の
所
穂
を
失
ふ

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
が
國
古
墳
の
轟
圭
品
と
し
て
、
大
和
佐

味
削
の
一
鏡
と
符
節
を
合
せ
た
如
く
藪
し
℃
、
こ
』
に
や
う
や
り

く
同
鞍
覆
の
衝
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
・
右
の
外
大
正
⑯

五
六
年
の
交
城
南
北
和
一
帯
に
亙
る
予
料
墓
の
號
掘
の
際
醒
ま
し

旋
竜
の
で
、
い
ま
奈
良
の
帝
窒
博
物
館
に
牧
藏
す
る
一
鏡
も
、
大

き
さ
北
ハ
他
か
ら
洞
式
の
蝦
例
と
認
め
ら
れ
る
。
併
し
本
例
は
背
文
．

が
鋳
に
覆
は
れ
て
る
る
の
で
、
転
部
の
末
に
至
る
異
岡
を
検
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
引
い
て
佐
味
田
と
森
尾
と
の
敦
れ
の
鏡

と
一
致
す
る
や
を
確
め
難
い
。

一
一
　
三
角
縁
三
榊
三
憎
々
帯
鏡

こ
の
鏡
式
は
違
江
國
笠
田
郡
岩
削
村
大
字
寺
谷
の
銚
子
塚
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
第
三
＋
巷
第
鐘
號
　
　
　
．
二
七



　
　
　
　
　
本
邦
古
鱗
ハ
贋
土
の
岡
田
槽
氾
鏡
に
晶
就
い
て
の
一
二
の
考
繍
川

た
竜
の
が
、
早
く
故
高
橋
博
士
に
依
っ
て
六
朝
式
鏡
の
一
例
と
し

て
「
本
邦
鏡
鑑
滑
革
考
」
（
『
考
古
界
』
第
七
編
第
翼
然
號
）
翫
事

後
『
鏡
と
創
と
蓋
』
所
牧
）
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
巧
緻
な
背
丈
の

蟷
上
り
と
、
銘
帯
に
日
月
の
文
字
と
交
互
に
配
し
た
四
、
菅
平
二
つ

　
の
圃
形
が
三
角
縁
鏡
と
し
て
や
㌧
異
例
な
こ
と
か
ら
注
意
を
惹
い

て
み
る
。
庭
が
近
年
に
な
っ
て
次
の
ニ
ケ
所
か
ら
同
じ
式
の
平
温

が
獲
見
さ
れ
て
、
こ
の
三
者
が
互
に
績
部
の
末
に
至
る
ま
で
一
致

、
し
て
み
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
は
興
味
を
惹
く
次
第
で
あ
る
。

　
奨
濃
國
稻
葉
郡
常
盤
村
大
字
打
越
撫
土
品
（
帝
窒
搏
物
館
藏
）

　
軍
斐
國
飛
八
代
郡
右
左
ほ
過
大
論
陣
向
山
出
土
品
（
同
上
）

　
一
一
一
　
三
角
縁
悶
榊
醐
蹴
天
ヨ
溝
月
鏡

内
薩
に
四
方
よ
り
見
る
可
く
放
射
欺
に
配
し
た
そ
の
寿
像
の
翼

と
、
怪
鰍
の
口
に
す
る
所
謂
互
と
に
特
色
が
あ
ウ
、
ま
た
銘
帯
は

四
筑
と
交
互
に
方
格
内
に
天
累
日
月
の
四
字
を
内
か
甑
護
む
様
に

醜
し
だ
式
で
、
こ
の
鏡
で
は
豊
前
國
宇
佐
郡
宇
佐
町
大
字
高
森
赤

塚
出
土
（
京
都
守
屋
孝
志
氏
藏
）
と
由
城
塁
乙
訓
郡
乙
訓
村
大
字
長

法
寺
南
原
古
墳
出
土
（
帝
室
博
物
館
藏
）
の
二
者
が
全
く
同
一
形
か

ら
成
る
つ

　
　
　
　
　
　
轄
擦
瓢
十
指
〕
第
三
號
、
　
　
二
八

一
三
三
角
緻
三
榊
三
星
々
帯
鏡
（
点
じ

こ
れ
は
繰
形
座
の
大
き
な
血
豆
の
關
に
放
射
歌
に
横
縦
と
三
一
獣
を
配

し
、
そ
れ
を
疑
る
獣
帯
の
四
方
に
方
格
を
置
い
て
、
う
ち
に
碧
宜

□
口
な
る
一
字
宛
の
銘
を
容
れ
た
鏡
式
で
あ
っ
て
、
左
の
二
鏡
の

拓
影
が
壼
く
網
重
な
る
。

　
大
和
魂
北
葛
城
郡
河
合
村
大
字
佐
味
田
字
貝
吹
出
出
坐
温
（
帝

　
室
薄
物
館
藏
）

　
海
内
國
北
河
内
郡
馬
方
町
御
殿
山
古
墳
嵩
圭
鏡
（
東
京
帝
誇
大

　
學
汰
漁
猟
教
室
藏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

一
四
　
三
角
緻
三
眠
三
獣
々
帯
鏡
（
芸
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ω

ま
た
絹
似
た
鏡
式
で
あ
る
が
、
紳
像
の
翼
の
工
合
は
　
二
の
鏡
に

近
く
、
そ
の
獣
…
帯
に
は
六
方
に
難
壁
を
配
し
て
、
う
ち
に
一
字
宛

「
天
王
屡
月
日
訂
し
な
る
銘
を
容
れ
て
み
る
。
辮
津
國
武
庫
郡
住
吉

村
住
吉
の
求
塚
出
土
の
一
鏡
（
帝
驚
博
物
館
藏
）
は
転
置
遺
跡
の
明

な
も
の
で
あ
る
が
、
い
垂
…
筑
後
の
高
良
紳
悪
所
藏
の
鏡
が
、
そ
れ

と
全
く
同
じ
く
、
糀
重
な
つ
て
嗣
伸
減
た
る
こ
ど
が
推
さ
れ
る
。

一
五
　
寳
文
華
環
歌
乳
瀞
獣
鏡

肥
後
國
玉
名
粥
涯
田
町
船
油
古
墳
の
獲
兇
例
に
依
っ
て
夙
に
知
ら



れ
た
、
大
き
さ
が
申
等
位
で
、
そ
の
内
属
に
四
方
よ
り
見
る
可
く

放
射
釈
に
配
し
た
聯
獣
の
一
部
の
環
歌
乳
を
な
す
こ
の
鏡
式
は
、

近
年
に
な
っ
て
左
の
二
画
の
出
桑
が
薪
た
に
知
ら
れ
た
。

　
矯
向
國
兇
湯
瀦
高
鍋
町
持
田
第
二
十
號
墳
斑
土
鏡

、
、
傳
同
　
國
児
湯
郡
妻
附
近
古
墳
出
土
（
宮
崎
、
勲
爵
道
明
氏
藏
）

虚
が
是
等
の
三
者
は
騰
㎜
上
り
涯
ハ
外
す
べ
て
の
勲
で
金
く
符
節
を
合

せ
思
至
ぐ
…
致
し
て
み
て
、
中
で
持
醗
鏡
の
圃
文
が
や
」
鮮
明
で

あ
る
。

　
六
　
　
書
文
備
鴨
軸
脚
㈱
獣
鏡

こ
の
種
の
鏡
’
式
が
本
郵
ハ
各
地
の
古
墳
か
ら
出
土
例
の
多
い
こ
と
は

早
く
故
高
橋
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
研
で
あ
っ
て
、
現
准
筆
者
の
知

見
に
あ
る
崩
土
地
の
確
實
な
遺
漏
は
十
数
画
に
悪
し
、
そ
れ
等
が

一
見
睡
恥
し
難
い
三
相
似
て
み
る
。
併
レ
細
密
な
無
理
で
あ
る
が
、

爲
に
、
果
・
し
て
細
部
の
末
に
至
る
ま
で
同
一
な
り
や
否
を
確
め
る

こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
な
く
、
引
い
て
薗
稿
で
は
疑
問
を
の
こ
，

し
た
。
家
後
改
め
て
調
査
を
重
ね
た
結
果
、
中
で
例
へ
ば
一
特
需

二
月
掛
土
し
た
山
城
國
綴
喜
郡
八
幡
醇
志
水
の
鏡
の
如
く
、
細
部

の
上
で
若
干
の
差
異
を
示
す
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
鱗

　
　
　
　
山
小
郵
古
筑
ハ
搬
門
門
の
団
同
脾
貼
轄
脚
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

上
り
の
程
度
は
必
ず
し
も
一
様
と
祝
ひ
難
い
が
、
同
一
原
形
か
ら

の
所
産
だ
る
こ
と
を
認
め
得
る
に
至
っ
た
。
い
ま
次
に
右
の
岡
文

の
相
重
な
る
遣
品
の
獲
見
地
を
表
示
す
る
。

　
肥
後
國
玉
名
郡
江
田
町
解
由
古
墳
（
帝
肇
博
物
館
藏
）

　
臼
存
慮
児
湯
郡
高
鍋
町
持
田
第
二
十
四
號
墳
（
宮
崎
縣
騰
保
管
）

　
同
　
國
同
　
平
岡
　
地
一
古
墳
（
金
本
耕
三
氏
藏
）

　
備
後
國
双
三
郡
酒
川
村
商
酒
屋
幽
思
品
（
京
都
混
戦
大
墨
文
學

　
部
藏
）

　
備
前
圃
邑
久
郡
國
府
村
大
字
牛
文
字
茶
臼
肉
古
墳
（
帝
室
博
物

　
館
藏
）

　
海
内
竪
蔀
河
内
郡
高
安
村
大
字
謹
製
古
墳
（
久
保
田
美
英
氏
藏
）

　
伊
勢
國
多
氣
郡
岩
内
村
堅
剛
塚
二
爾
（
一
蒲
廣
瀬
治
兵
衛
氏

　
蕎
藏
、
一
面
黒
川
輻
三
郎
氏
藏
）

　
還
江
國
小
笠
郡
曾
我
村
火
宇
岡
津
（
帝
室
博
物
館
藏
…
）

　
下
野
國
溝
内
郡
雀
宮
牛
塚
（
岡
　
上
）

然
ら
ば
こ
の
揚
合
鰐
一
療
形
か
ら
欝
だ
鏡
が
十
爾
に
上
る
こ
と
に

な
っ
て
興
味
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

…
七
誰
、
文
…
帯
留
駄
m
鏡

　
　
　
　
　
　
第
磁
十
巻
第
黛
號
　
　
　
二
九

（199）



　
　
　
菖
水
邦
古
墳
彊
土
の
同
蒐
舗
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
｛
禁

　
晶
例
青
と
同
式
で
、
た
璽
融
入
に
代
へ
る
悪
酔
仰
撫
剛
を
以
て
し
だ
本

鏡
で
は

　
備
申
國
都
窪
郡
庄
村
大
字
日
畑
画
組
赤
井
宵
墳
出
土
贔
（
帝
室

博
物
館
藏
）

　
傳
信
濃
駒
下
伊
那
郡
凝
集
臨
御
猿
堂
出
坐
鏡
（
同
地
開
聞
寺
町
）

　
上
総
國
君
津
郡
清
川
村
大
字
紙
園
字
鶴
巻
出
圭
藷
（
京
都
守
屋

　
孝
藏
氏
藏
）

の
三
例
が
從
來
の
馴
し
い
獲
見
例
と
せ
ら
れ
て
る
る
．
庭
が
右
の

三
聖
巾
・
備
申
並
に
上
総
翫
土
ロ
…
…
と
憾
信
濃
獲
見
例
と
の
…
間
に
内
悔

の
圃
像
北
ハ
他
に
若
干
の
差
異
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
共

に
、
薗
二
者
は
全
く
相
盛
な
っ
て
所
謂
陶
箔
鏡
理
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
饗
し
て
画
白
い
こ
と
は
、
同
種
の
鏡
を

原
形
と
し
て
、
更
に
そ
の
外
∵
万
に
一
思
を
添
へ
て
粒
度
を
大
き
く

し
旋
一
種
の
下
形
踏
返
し
鏡
と
し
て
別
に
知
ら
れ
て
み
る
二
纏
が

共
に
傳
信
…
濃
出
土
品
に
基
い
て
み
て
、
療
型
の
鮮
明
な
る
に
較
べ

て
、
そ
の
…
つ
の
上
領
…
贈
遺
津
郡
濡
旧
…
川
村
大
字
紙
…
閥
字
神
の
出
銀

鏡
（
諸
陵
寮
藏
）
が
丈
様
の
表
出
に
於
い
て
劣
っ
て
居
り
、
伯
林
の

土
俗
博
物
微
…
牧
藏
の
出
至
地
不
詳
鏡
が
更
に
朦
糊
と
し
て
み
る
黙

　
　
　
　
　
　
第
三
十
巻
　
第
鷺
號
　
　
　
　
三
〇

が
鯉
ハ
味
を
惹
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
支
那
鏡
に
就
い
て
認
め
得
た
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
當

初
『
日
吉
矢
上
古
墳
』
の
著
者
が
取
り
上
げ
た
本
邦
藤
崎
造
鏡
に
就

い
て
は
、
今
日
筆
瀞
の
手
許
で
充
分
な
調
査
を
す
る
に
は
一
暦
費

料
の
上
に
駅
陥
が
あ
り
、
引
い
て
こ
れ
を
將
廉
に
待
た
ね
ば
な
ら

ぬ
。
併
し
現
左
の
知
見
で
も
、
右
の
著
欝
に
見
え
る
同
墳
出
土
の

同
じ
峨
寵
鏡
例
の
外
に
、
前
文
に
七
面
の
同
泡
例
を
数
へ
た
と
同

系
の
三
角
縁
三
帥
三
適
々
帯
鏡
は
じ
め
、
他
に
も
＝
一
の
實
例
が

蟹
へ
ら
れ
て
、
同
じ
事
實
の
存
在
を
充
分
肯
定
せ
し
め
る
も
の
が

あ
る
。一

八
　
薪
し
く
認
め
得
た
三
角
縁
三
章
足
蹴
々
丸
鏡
に
あ
っ
て
は

既
記
の
著
例
の
外
に
、
な
ほ
三
つ
の
同
様
な
贈
爵
の
下
に
あ
る
遺

品
群
が
纂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
…
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
コ

　
辮
津
國
三
島
郡
阿
武
野
村
大
字
土
室
宰
・
阿
武
山
嵩
ま
の
二
面
申

　
の
一
（
帝
室
博
物
館
藏
）

　
近
江
國
野
洲
粗
大
篠
僚
古
墳
出
土
へ
京
都
知
恩
院
藏
）

　
駐
機
國
東
松
浦
郡
玉
島
村
大
字
谷
申
古
壌
掛
土
（
帝
室
博
物
館

　
藏
）

（20e）



の
三
春
に
認
め
る
祈
で
あ
っ
て
、
是
等
は
拓
影
に
依
る
比
較
か
ら

明
か
に
購
箔
た
る
こ
と
の
確
め
ら
れ
る
も
の
。
．
而
し
て
申
で
近
江

大
篠
…
原
料
に
縮
ミ
出
立
つ
た
型
崩
れ
の
あ
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ

る
。
窮
二
は

　
大
和
國
北
薦
城
郡
佐
味
困
寳
塚
の
出
．
土
毒
中
の
｝
醸

　
美
濃
國
不
破
郡
青
墓
村
長
塚
露
墳
幽
書
側
（
共
に
帝
宅
博
物
館

　
藏
）

の
二
瀬
、
ま
た
第
三
は

　
傳
伊
勢
國
一
志
郡
太
郎
生
面
出
圭
（
廣
瀬
治
兵
衛
懸
想
蔵
）

　
信
濃
國
下
締
那
郷
座
光
寺
村
薪
　
井
原
第
予
二
號
墳
出
土
（
同
地

　
三
村
三
三
氏
藏
〉

に
於
け
る
同
似
で
あ
る
。
尤
も
後
の
二
者
は
な
ほ
手
許
の
贅
料
だ

け
で
は
、
尉
焼
氾
と
断
じ
去
る
に
若
干
の
疑
問
を
の
こ
す
が
、
霜
野

に
依
る
比
較
で
は
細
部
ま
で
同
じ
く
、
そ
れ
ぐ
同
飽
の
遺
品
と

見
て
大
な
る
誤
り
は
な
い
様
で
あ
る
。

一
九
　
　
六
｛
乳
胴
廻
文
五
鈴
鏡

副
乳
と
そ
れ
一
を
静
鞘
ぶ
一
州
糎
の
伽
画
肌
久
を
以
て
閃
口
臨
一
を
飾
っ
た
蓋
鈴
鏡

で
あ
っ
て
、
そ
の
嘉
例
た
る
次
の
二
藤
が
全
く
気
重
な
つ
て
同
範

　
　
　
　
山
小
邦
古
培
ハ
田
土
の
際
聯
泥
緒
㎝
に
就
い
て
の
一
二
の
考
山
祭

ゐ
三
訂
た
る
こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
。

　
志
摩
國
志
摩
郡
畔
名
村
字
泊
山
鼠
土
鏡
（
帝
室
薄
物
館
藏
）

　
尾
張
國
東
春
日
井
郡
志
段
味
村
古
墳
出
土
贔
（
京
都
帝
國
大
學

　
文
離
部
藏
）

以
上
の
諸
語
の
外
な
ぼ
こ
曳
に
同
箔
…
所
産
め
一
例
が
あ
る
。
そ
れ

は二
〇
　
爾
方
作
一
一
紳
二
獣
鏡

で
あ
っ
て
、
山
城
國
綴
喜
郡
八
幡
町
志
水
面
取
壌
出
土
晶
と
、
大

和
國
天
瀬
城
郡
佐
味
縦
寳
塚
早
見
品
と
の
二
者
が
相
重
な
る
。
な

ほ
繊
ま
地
の
所
構
を
飲
く
が
、
故
輻
原
八
郎
氏
の
蒐
集
毒
中
に
あ

．
る
破
鏡
が
、
ま
た
二
者
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鏡
は
そ

の
蒲
鉾
形
に
近
い
銘
帯
に

　
爾
愚
作
節
士
且
好
，
明
面
日
月
世
盗
心
。
刻
治
分
寺
悉
皆
右
。

　
長
保
二
親
覚
孫
子
。
富
棄
三
公
利
古
市
告
后
。

な
る
銘
が
あ
っ
て
、
岡
文
の
示
す
所
と
併
せ
見
る
と
麦
那
鏡
た
る

の
外
槻
を
呈
す
る
。
併
し
仔
細
に
検
す
る
と
表
出
が
丸
味
を
帯
び

て
・
支
那
鏡
の
如
き
鮮
鏡
さ
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
素
質
ま
た
鉛

銅
の
地
肌
を
な
し
て
、
そ
こ
に
違
ふ
た
趣
が
あ
る
。
こ
れ
は
鋤
載

　
　
　
　
　
　
第
一
蕊
十
巻
　
第
三
號
　
　
　
罵
二

（2ei）



　
　
　
　
論
小
邦
古
墳
匿
土
の
縦
篭
鏡
に
就
い
て
の
　
二
の
考
察

鏡
を
そ
の
ま
㌧
型
に
照
し
た
本
郵
上
代
で
の
踏
返
し
と
す
る
に
ふ

さ
は
し
い
竜
の
と
す
る
。
上
記
書
女
帯
佛
過
書
に
於
け
る
外
周
を

嬢
め
た
鏡
ま
た
同
じ
銅
質
で
あ
る
こ
と
が
併
せ
注
意
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
し
て
見
れ
ば
こ
れ
は
本
邦
製
作
鏡
に
於
け
る
嗣
飽
鏡
例
と

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
三

　
前
段
の
や
」
な
が
い
票
實
の
記
載
か
ら
、
そ
れ
に
外
巻
し
た
考

察
に
入
る
に
當
っ
て
、
先
づ
明
に
す
可
き
は
所
謂
同
範
鏡
の
意
味

に
就
い
て
璽
あ
る
。
筆
者
は
樒
の
一
丈
に
細
い
で
、
上
に
朔
記
し

た
様
な
圃
文
の
全
く
和
重
な
る
遺
㍑
㎜
を
以
て
同
じ
箔
の
班
礎
と
す

る
解
鐸
に
鋼
蓬
し
た
が
、
而
も
當
時
既
に
か
様
な
遺
品
が
賢
聖

　
　
上
の
例
で
“
は
十
面
に
上
る
も
の
が
出
て
來
た
　
　
の
多
数
を

㎜蝦

ﾖ
る
こ
と
か
ら
藁
製
作
の
實
際
上
一
っ
の
砂
竹
氾
か
ら
か
く
許
多

…
数
の
曲
遺
ロ
…
…
を
作
る
こ
と
の
圏
聖
な
る
に
考
へ
及
び
、
荒
木
宏
氏
が

砂
箔
の
分
析
に
依
っ
て
推
定
せ
ら
れ
た
所
の
砂
範
に
蝋
を
な
が
し

て
作
っ
た
も
の
を
銅
に
置
き
代
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
簡
形
品
を
多

数
作
り
挙
る
技
術
…
の
存
在
を
以
て
、
そ
れ
を
解
…
す
る
に
拾
好
な
も

の
と
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
、
て
こ
の
揚
合
で
も
も
と
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
第
三
十
奮
　
第
三
號
　
　
　
三
二

箔
か
ら
幽
海
も
の
で
あ
る
黙
か
ら
、
通
じ
て
同
箔
聖
な
る
文
字
を

使
用
し
た
次
第
で
あ
る
。
虚
が
拙
文
を
努
ま
れ
た
荒
木
氏
は
右
に

就
い
て
「
瞬
届
氾
或
は
同
型
鏡
に
就
い
て
」
な
る
工
叉
を
寄
せ
て
阿

範
鏡
な
る
意
峠
を
か
く
取
扱
ふ
こ
と
は
不
適
當
で
あ
る
と
な
し
、

同
納
氾
鏡
は
現
實
「
に
同
一
の
箔
…
か
ら
轟
直
接
に
作
ら
れ
た
も
の
に
…
挙
る

べ
ぐ
、
筆
者
の
推
測
し
た
後
者
で
は
こ
れ
を
三
井
鏡
と
呼
ぶ
の
可

な
る
を
藪
示
せ
ら
れ
た
。
巌
密
な
用
語
と
し
て
氏
の
示
教
は
如
侮

に
も
尤
な
事
で
、
編
物
を
明
確
に
示
す
も
の
と
し
て
當
尊
墨
ふ
可

き
で
あ
り
、
そ
の
黙
で
翻
の
瓜
語
は
不
明
瞭
な
憾
が
あ
る
。
併
し

い
ま
の
鋤
象
と
す
る
古
代
遺
物
の
掃
墨
に
あ
っ
て
は
、
な
ぼ
遺
憾

な
が
ら
一
々
の
場
合
に
就
い
て
、
爾
者
を
斑
饗
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
あ
っ
て
、
間
　
題
の
遺
物
を
以
て
氏
，
の
言
ふ
同
型
鏡
と
見
る
こ

と
も
な
ほ
一
の
可
能
な
解
樺
に
と
璽
ま
る
實
欣
に
あ
っ
て
は
、
右

の
嚴
密
な
連
語
の
使
用
を
期
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の

黙
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
文
で
は
依
然
と
し
て
上
に
示
し
た
様
な

岡
文
の
全
く
絹
重
な
る
場
合
こ
れ
を
ぱ
無
熱
岬
鏡
な
る
文
字
ご
を
以
て

す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
直
接
鞘
接
に
一
つ
の
箔
か
ら
出
た
も
の

を
含
む
卜
い
意
味
に
使
用
す
る
こ
と
に
心
し
、
豫
め
呼
野
に
覇
者

（　202　）



、
の
諒
解
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
『
特
來
鶴
…
察
が
進
ん
で
、
こ
れ
を
分

ち
得
る
こ
と
は
固
よ
砂
筆
者
の
望
む
所
で
あ
る
。

　
さ
て
全
然
二
致
す
る
古
鏡
の
獲
兇
例
の
確
認
に
俘
ふ
”
鰭
造
の
技

衛
方
面
に
平
す
る
解
繹
に
就
い
て
は
、
現
在
の
筆
者
の
殉
児
で
は

な
ほ
轡
の
所
見
以
上
に
そ
れ
を
開
展
し
碍
る
慷
所
を
響
く
が
爲

に
、
右
の
望
ま
し
い
岡
竃
・
同
型
の
野
分
そ
の
他
種
々
の
悶
題
に

關
す
る
考
察
を
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
恩
薪
た
に
知
見
に

上
つ
疫
繁
華
の
…
講
例
申
、
三
の
総
悪
作
淋
人
謎
雲
鏡
と
六
の
盤
龍

書
錬
欝
鏡
に
於
い
て
、
通
じ
て
見
る
時
は
同
文
な
が
ら
、
そ
れ
等

が
大
き
さ
並
に
表
現
の
手
法
の
上
．
で
若
干
の
細
か
な
差
異
を
示
す

．
自
製
に
分
π
れ
る
こ
と
が
、
然
る
所
以
に
就
い
て
の
湿
た
な
二
心

を
呼
ん
で
、
別
に
そ
れ
の
解
鐸
の
可
能
を
考
へ
し
め
る
黙
を
塞
げ

得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
錨
二
つ
の
そ
れ
ぐ
が
、
他
と
同
じ
恋

味
で
の
同
筑
鏡
と
見
る
べ
き
こ
と
に
疑
が
な
い
と
共
に
、
叢
．
干
な

が
ら
差
異
の
あ
る
以
上
爾
者
を
陶
一
観
し
得
な
い
こ
と
も
雷
を
要

し
な
い
。
併
し
他
方
際
物
の
示
す
瞬
爾
者
を
以
て
雛
な
る
偶
然
の

同
似
と
す
る
に
は
、
そ
の
…
致
た
る
や
あ
ま
砂
に
も
細
部
の
末
に

ま
で
亙
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
自
か
ら
内
面
的
な
蓮
な
り
め

　
　
　
　
本
邦
古
墳
掛
土
の
嗣
箔
鏡
に
就
い
て
の
｝
二
の
考
察

あ
る
こ
と
を
推
さ
し
め
る
。
而
し
て
惚
者
の
闇
の
違
ぴ
な
る
恵
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

を
見
る
と
、
そ
れ
は
既
に
解
説
の
條
で
燭
れ
た
如
く
、
　
∵
万
が
他

に
較
べ
て
梢
ζ
小
さ
く
、
ま
た
文
様
の
表
現
の
上
で
鮮
明
を
肯
い

た
黙
に
あ
る
。
虚
が
鎌
造
技
術
の
實
際
か
ら
す
る
と
、
も
と
嵩
來

上
つ
だ
作
赫
を
舞
型
と
し
て
、
更
に
飽
を
作
っ
て
行
く
所
謂
踏
返

し
法
が
あ
り
、
ま
疫
｝
般
砂
紳
氾
の
揚
合
に
は
範
の
製
作
に
當
っ
て

焼
締
砂
を
考
慮
し
て
、
厩
期
よ
り
馬
若
干
大
き
く
作
る
の
を
常
と

す
る
と
云
ふ
。
し
て
見
れ
ば
現
蜜
に
見
る
二
例
の
示
す
事
象
は
、

こ
の
蠕
造
披
術
の
實
際
と
結
び
つ
い
て
、
縮
ミ
小
形
の
方
は
他
方

を
母
型
と
し
て
、
そ
れ
を
砂
箔
…
に
籍
し
た
萢
で
作
っ
た
作
贔
と
す

る
こ
と
に
依
っ
て
極
め
て
合
理
的
に
解
鐸
さ
れ
て
煮
る
。
立
ち
同

文
で
あ
り
な
が
ら
…
幾
分
小
さ
い
黙
は
新
し
く
作
っ
た
苑
の
擁
落
書
・

を
示
す
も
の
と
見
る
可
く
、
ま
た
表
現
の
鮮
鋭
に
濃
く
所
あ
る
の

も
、
か
様
な
揚
合
の
當
然
な
表
は
れ
と
解
し
得
る
が
故
で
あ
る
。

か
く
て
筆
者
は
こ
翼
に
爾
…
潜
の
面
繋
を
以
て
、
　
一
方
を
ば
他
を
踏

返
し
作
っ
た
事
實
を
遺
物
白
総
の
上
に
印
し
た
臨
め
と
見
て
、
談

り
な
か
る
可
き
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
骸
藁
縄
の
踏
返
し
に
就
い
て
は
、
割
合
に
早
く
か
ら
古
い
鏡

　
　
　
　
　
　
第
瓢
…
季
谷
　
郷
三
號
　
　
　
三
三

（皇03）



　
　
　
　
本
邦
古
墳
繊
土
の
圃
柵
氾
締
㎝
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

式
を
ば
後
代
踏
返
し
た
作
品
が
注
意
に
上
っ
て
み
て
、
支
那
宋
代

以
降
に
於
け
る
彩
し
い
漢
唐
鏡
の
模
作
は
大
李
そ
の
類
と
解
せ
ら

れ
る
が
、
そ
れ
以
衝
に
遡
る
も
の
で
は
、
前
項
の
二
〇
に
畢
げ
た

嘉
例
が
當
代
の
舶
載
鏡
に
依
る
古
代
水
邦
人
の
手
に
な
っ
た
云
は

璽
踏
返
し
藷
と
し
て
取
り
上
、
げ
ら
れ
た
最
初
の
例
と
も
云
ふ
可

く
、
一
七
の
宋
尾
に
記
し
た
遣
ロ
㎜
も
、
外
郭
を
加
へ
て
形
を
大
き

く
し
た
黙
で
は
嚴
密
な
踏
返
し
と
は
な
し
難
い
が
、
主
要
な
部
分

の
一
致
か
ら
、
ま
た
そ
の
一
異
例
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
而

し
て
近
時
の
解
見
を
以
て
す
る
と
、
我
が
奈
良
時
代
遺
跡
出
圭
の

唐
副
管
申
に
同
様
な
例
の
更
に
多
い
こ
と
を
認
め
得
る
の
で
あ

る
。
か
様
な
知
見
に
立
脚
す
る
と
新
説
に
想
定
し
た
如
上
の
踏
返

し
も
、
爾
者
が
島
本
露
墳
嵩
土
た
る
黙
か
ら
、
二
〇
の
鏡
と
同
様

に
、
一
方
を
亥
那
の
舶
載
品
と
し
、
他
を
ば
そ
れ
を
緑
型
と
し
疫
上

代
本
邦
で
の
再
版
と
見
る
べ
き
を
示
唆
す
る
様
に
思
は
れ
る
。
併

し
問
題
の
鏡
に
あ
っ
て
は
、
銅
の
質
料
共
他
か
ら
從
來
支
那
舶
載

品
と
す
る
に
何
人
も
疑
を
挿
ま
な
か
っ
た
轍
を
顧
み
る
と
、
そ
れ

と
は
別
な
揚
合
、
即
ち
踏
返
し
が
支
那
本
土
に
於
け
る
、
本
來
膚

の
鏡
式
が
鋳
造
せ
ら
れ
て
る
た
際
、
も
と
の
箔
の
破
損
等
に
依
る

　
　
　
　
　
　
第
三
十
巻
　
第
三
號
　
　
　
三
四

新
し
い
箔
が
作
ら
れ
た
事
象
を
示
す
も
の
と
解
す
べ
ぎ
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
れ
は
一
つ
の
新
し
い
揚
合
と
し
て
興
味
を
惹
く
の
で
あ

る
。
尤
も
こ
れ
に
就
い
て
は
、
後
者
の
申
に
八
馬
簑
介
氏
の
所
藏
に

係
る
爾
方
作
榊
紫
雲
象
鏡
の
様
に
、
馬
背
文
の
表
出
に
於
い
て
著

し
く
鈍
重
さ
を
加
へ
て
、
所
謂
彷
製
口
㎜
と
も
解
し
得
る
商
の
が
あ

る
以
上
、
爾
者
の
そ
れ
ぐ
の
鏡
の
無
事
的
域
分
が
確
め
ら
れ
て
、

そ
れ
等
の
一
致
如
何
が
究
め
ら
れ
た
後
に
於
い
て
決
定
せ
ら
る
可

く
、
涼
…
噺
は
圃
よ
り
差
擦
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
の
見
を
以
て

す
る
と
、
少
く
も
六
の
盤
瀧
護
象
帯
鏡
に
あ
っ
て
は
、
實
物
の
示

す
所
か
ら
か
く
解
し
て
ほ
ぐ
誤
り
な
い
も
の
と
思
ふ
。
然
ら
ば
二

者
の
本
邦
露
墳
に
於
け
る
並
存
は
、
當
然
雨
露
が
一
括
し
て
本
邦

に
舶
載
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
如
上
の
一
事
の
外
堅
造
の
技
術
方
藤
に
關
嚇
し
て
な
ほ
こ
曳
で

附
記
し
榿
く
可
き
黙
が
あ
る
。
そ
れ
は
繭
段
の
記
述
の
明
示
す
る

如
く
、
書
く
相
重
な
る
鏡
が
舶
載
・
本
邦
上
代
鱗
造
の
爾
青
に
存

し
、
ま
た
踏
返
し
に
於
い
て
も
か
様
に
双
方
に
行
は
れ
た
こ
と
が

考
へ
ら
れ
る
以
上
、
日
支
爾
國
聞
に
無
代
蠕
鏡
の
技
術
が
福
部
に

蚕
る
ま
で
相
通
じ
た
面
の
あ
っ
た
こ
と
を
自
か
ら
推
さ
し
め
る
黙

（204）



で
あ
る
。
麗
が
右
の
推
測
は
ま
π
我
が
國
上
代
に
於
け
る
簾
鏡
術

が
早
く
そ
の
本
揚
た
る
支
那
の
水
準
に
悔
し
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
と
し
て
、
よ
り
大
き
な
演
題
に
結
び
つ
い
て
來
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
四

　
技
術
に
驕
す
る
面
か
ら
考
察
を
主
、
要
な
考
古
學
の
方
面
に
幽
す

る
に
當
っ
て
、
先
づ
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
支
那
で
作
ら
れ
た
鏡
の

本
邦
古
墳
出
土
例
に
か
様
な
所
謂
同
車
鏡
の
少
な
か
ら
ず
遺
存
す

る
事
實
に
基
く
、
そ
れ
等
の
舶
載
に
關
す
る
直
路
に
就
い
て
で
あ

る
。
地
域
の
全
く
違
ふ
國
土
の
所
産
が
他
か
ら
磯
児
さ
れ
る
こ
と

憶
、
云
ふ
ま
で
竜
な
く
そ
れ
が
他
へ
傭
さ
れ
た
に
糠
る
も
の
と
し

て
、
引
い
て
右
の
揚
合
馬
固
よ
り
違
ひ
な
ど
あ
り
得
な
い
。
た
ぜ

本
來
同
時
に
鱗
造
せ
ら
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
岡
範
鏡
が
徳
へ
ら
れ

た
各
地
で
見
出
さ
れ
る
珊
歎
が
、
そ
れ
に
新
拠
な
考
察
の
要
を
示

唆
す
る
。
嚴
密
に
言
ふ
な
ら
ば
岡
時
に
作
ら
れ
旋
遺
品
に
於
い
て

も
、
距
離
地
で
一
度
四
散
し
た
も
の
が
、
更
に
個
々
別
々
に
將
來
さ

れ
副
葬
品
と
な
っ
た
揚
船
の
あ
る
こ
と
圃
よ
り
考
へ
得
ら
れ
る
わ

け
な
が
ら
、
か
く
も
多
数
の
本
邦
上
代
舶
載
の
支
那
鏡
に
三
品
例

の
あ
る
こ
と
は
、
右
の
解
繹
に
較
べ
て
、
彼
土
で
同
時
に
作
ら
れ

　
　
　
　
本
謝
エ
山
柵
撚
出
土
の
同
紳
氾
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

た
遺
品
が
欝
畔
一
括
し
て
舶
載
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
後
に
本
邦
で
分

散
し
た
と
す
る
事
が
一
暦
自
然
な
見
方
と
し
て
、
こ
れ
が
當
時
の

交
通
ゐ
釈
況
な
り
、
ま
た
　
鏡
例
に
就
い
て
既
に
十
｝
間
と
云
ふ
多

　
　
　
　
　
　
　
が

数
の
同
箔
鏡
乃
至
同
型
鏡
の
遺
存
か
ら
、
現
認
に
蔀
し
た
も
の
と

せ
ら
る
可
ぎ
こ
と
恐
ら
く
何
入
竜
認
め
る
班
で
あ
ら
う
。
而
し
て

そ
れ
は
『
魏
志
』
以
下
の
雷
文
獄
に
傳
へ
る
當
代
多
数
の
鏡
の
支

那
か
ら
本
邦
に
藤
さ
れ
た
と
あ
る
記
事
と
相
表
裏
し
て
、
考
察
上

に
一
つ
の
基
礎
的
な
も
の
と
な
っ
て
來
る
と
思
ふ
。

　
現
存
す
る
岡
箔
鏡
の
舶
載
に
就
い
て
、
か
様
に
見
る
こ
と
が
事

實
に
ふ
さ
は
し
い
と
す
れ
ば
、
次
に
そ
れ
等
の
一
括
舶
將
來
晶
が
彼

地
か
ら
癒
さ
れ
個
た
に
副
一
往
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
穫
路
の
問
題
が

現
｛
貰
的
に
考
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
支
の
地
理
上
の
位
漏
壷

係
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
多
く
の
大
陸
文
化
流
入
の
場
合
と
同
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

北
九
州
が
最
初
に
傳
へ
ら
れ
た
地
位
た
る
こ
と
が
思
は
れ
る
わ

け
で
あ
り
、
更
に
そ
の
福
者
は
朝
鮮
掌
島
に
於
け
る
漢
の
郡
縣
を

経
由
し
た
ら
う
こ
と
を
も
推
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
現
實
に

於
い
て
は
、
士
口
墳
出
土
鏡
で
は
從
來
北
九
州
に
出
土
例
が
左
程
多

く
な
く
、
そ
の
最
も
多
く
見
出
さ
れ
て
み
る
の
が
畿
内
を
・
炉
心
と

　
　
　
　
　
　
第
三
十
奮
　
第
揺
號
　
　
　
三
五
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寒
・
邦
古
墳
綴
土
の
同
篭
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

し
た
地
機
で
あ
る
こ
と
、
初
に
畢
げ
た
分
布
表
の
明
示
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殉

で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
は
そ
れ
に
先
立
つ
前
漢
時
代
の
舶
載
鏡
が
空
…

と
し
て
大
陸
に
近
い
北
九
州
か
ら
臆
見
ぜ
ら
れ
ハ
叫
部
東
方
に
及

ん
で
み
る
の
と
趣
を
異
に
す
る
あ
の
が
あ
る
。
な
ほ
こ
』
で
朝
鮮

樂
浪
灘
博
代
古
着
の
獲
見
鏡
に
我
が
古
墳
轟
然
鏡
に
著
し
い
三
角

縁
紳
黙
契
｝
類
を
殆
ん
ど
見
受
け
な
い
事
實
亀
顧
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
支
那
大
指
か
ら
の
文
物
の
傅
へ
ら
れ
た
書
面
と
し

て
、
傘
島
乃
棄
北
九
州
を
経
由
し
飛
こ
と
に
疑
問
は
な
い
と
し
て

も
、
是
等
が
雫
島
な
り
北
九
州
に
韓
へ
ら
れ
た
恵
の
が
段
々
と
東

方
に
及
ん
だ
と
兇
る
に
は
、
如
上
の
事
實
の
寧
ろ
遊
だ
そ
ぐ
は
な

い
亀
の
た
る
を
思
は
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
大
膿
論
に
焦
し
爽
に
い
ま
問
題
と
し
て
み
る
所
謂
圃
箔
置

の
分
営
を
晃
る
に
、
實
例
中
に
は
例
へ
ば
一
襲
の
鍵
黒
帯
環
駄
筑

鳥
獣
鏡
の
様
に
珊
在
九
州
紫
野
の
み
か
ら
獲
見
せ
ら
れ
て
み
る
揚

合
も
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
畿
内
地
方
を
蜜

と
し
て
、
他
に
及
ん
で
み
る
事
實
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
等
は
軍
な

る
偶
然
の
現
象
と
解
し
難
く
、
引
い
て
是
等
か
ら
同
時
に
営
造
せ

ら
れ
た
古
鏡
類
が
一
括
し
て
欝
さ
れ
な
解
が
、
北
九
州
で
は
な
く
．

　
　
　
　
　
　
櫨
配
ユ
十
巻
　
　
第
器
…
聴
燗
　
　
　
　
黒
田

て
、
同
地
を
経
旋
束
の
方
の
畿
内
で
あ
っ
疫
ら
う
と
す
る
想
定
に

劉
柔
し
て
、
軍
な
る
多
寡
か
ら
す
る
見
解
に
更
に
内
容
か
ら
す
る

櫨樺

､
「
を
醗
ハ
へ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
託
る
。

　
大
正
の
末
年
か
ら
昭
和
の
初
に
亙
っ
て
支
那
古
鏡
類
に
立
脚
す

る
我
が
上
諭
文
化
の
様
絹
か
ら
『
魏
志
』
の
耶
馬
塵
國
の
問
題
が

論
議
せ
ら
れ
旗
際
、
既
に
右
の
解
答
が
一
部
考
乱
離
者
の
取
り
上

げ
る
所
と
な
っ
て
、
乱
費
豪
國
邸
ち
畿
内
の
大
和
を
指
す
と
す
る

糠
所
の
一
つ
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
當
論
叢
の
移
動
し
易

い
性
質
か
ら
、
F
反
謝
論
者
は
畿
内
に
多
い
古
墳
塒
土
肥
は
一
度
北

九
州
に
欝
さ
れ
た
も
の
が
再
縛
し
て
織
地
に
偲
へ
ら
れ
允
と
す
る

解
灘
を
と
っ
て
、
前
者
の
麿
論
を
駁
し
な
ど
し
た
。
併
し
右
の
所

見
を
認
め
る
と
し
て
も
、
か
様
な
移
動
の
行
は
れ
鴬
の
は
蓄
時
の

我
が
文
化
の
．
中
心
の
子
忌
で
あ
っ
疫
こ
と
に
依
っ
て
、
は
じ
め
て

可
能
な
る
は
明
で
あ
る
。
庭
が
今
や
箪
な
る
多
寡
か
ら
更
に
内
灘

的
に
同
箔
所
潔
の
種
々
の
鏡
式
を
通
じ
て
、
畿
内
を
中
心
と
し
た

分
布
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
江
の
は
、
一
時
代
先
の
薗
吉

言
に
於
け
る
鏡
の
分
布
と
較
べ
て
、
か
曳
る
見
方
に
鋤
す
る
可
能

性
を
著
し
く
黒
め
る
こ
と
が
自
か
ら
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

（　k）oe，　）



　
以
上
支
那
舶
載
の
同
四
鏡
に
就
い
て
の
湧
見
に
疑
し
て
、
一
重

そ
れ
を
張
め
る
も
の
に
本
郵
嬢
逡
鏡
の
示
す
事
實
が
あ
る
。
　
一
儂

駅我
が
國
上
代
の
蠕
鏡
技
術
が
支
那
に
負
ふ
・
も
”
の
で
あ
る
こ
と
は
極

め
て
明
瞭
で
、
｛
勉
宋
の
疑
を
容
れ
る
籐
地
雨
な
い
が
、
而
・
も
そ
れ

が
古
墳
、
鞍
避
の
繭
期
に
於
い
て
、
畿
内
を
巾
・
心
と
し
だ
地
溝
で
長

足
の
焚
達
を
途
げ
て
精
良
な
作
意
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
…
禺

土
蓮
口
熱
の
如
實
に
示
す
所
で
あ
る
。
脚
ち
所
謂
我
が
彷
藤
豆
は
當

初
上
四
鏡
の
傳
へ
ら
れ
た
北
九
州
地
方
に
於
い
て
な
ほ
殆
ん
ど
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
べ
き
遺
品
が
な
く
、
畿
内
に
於
い
て
、
漢
盛
時
の
鏡
式
蹴
る
方
格

焼
飯
四
榊
式
鏡
・
内
紅
花
文
式
鏡
の
大
形
醐
に
最
竜
優
秀
な
類
を

存
し
、
以
下
三
角
縁
軟
風
三
獣
々
脳
鏡
乃
簸
護
丈
欝
紳
鰍
鏡
に
及

ん
で
、
時
代
の
下
る
後
者
に
於
い
て
分
布
の
範
嗣
を
蟹
め
て
居
り
、

他
方
各
地
に
小
形
の
暴
露
晶
…
を
多
鋤
～
に
見
受
け
る
實
歌
に
あ
る
。

か
様
に
畿
内
に
最
竜
優
秀
な
我
が
鱗
造
鏡
の
多
い
事
實
は
自
か
ら

敷
代
の
文
化
の
中
心
の
同
地
方
で
あ
っ
疫
と
と
の
表
は
れ
と
し

て
、
上
詑
同
地
方
に
鼻
翼
舶
糠
職
事
ゐ
多
い
事
密
　
と
表
裏
す
ろ
も
の

で
あ
る
と
共
に
、
技
術
的
に
は
か
様
な
事
飲
を
可
能
な
ら
し
め
た

．
背
景
と
し
て
、
そ
に
れ
先
立
っ
て
同
地
方
で
盛
に
作
ら
れ
疫
銅
鐸

　
　
　
　
山
小
邦
古
墳
晦
庶
の
問
箔
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
齪

と
の
萢
な
り
を
思
は
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
庭
が
こ
う
云
ふ
本
邦
正
命
鏡
の
或
者
に
於
い
て
、
繍
論
叢
と
岡

様
ま
疫
既
に
指
摘
し
疫
如
き
簡
伸
氾
品
が
段
々
と
見
掛
さ
れ
て
、
中

に
最
初
に
注
意
し
た
現
在
七
画
の
多
重
に
上
る
竜
の
を
含
み
、
そ

れ
等
が
畿
内
を
幸
心
と
し
て
地
方
に
黙
々
と
蓮
存
す
る
こ
と
舶
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

鏡
の
揚
合
と
執
を
一
に
し
て
み
る
。
し
て
見
れ
ば
こ
の
熊
鷹
で
は

畿
内
で
蠕
漏
せ
ら
れ
た
竜
の
が
地
山
力
に
癬
さ
れ
旋
と
す
べ
き
こ
と

殆
ん
ど
疑
を
容
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
主
に
舶
載
鏡
に
就
い
て
考

へ
旋
推
測
が
、
そ
れ
を
涌
㎝
じ
て
輔
稚
か
さ
を
」
加
ふ
べ
費
こ
と
が
ま
た

知
ら
れ
て
簸
る
の
で
あ
る
。
競
寝
の
知
見
に
依
る
右
の
類
と
し
て

噛
し
い
一
二
角
縁
三
淋
三
獣
々
帯
磁
が
ハ
我
が
古
墳
出
土
品
に
最
も

多
い
溜
絶
無
戦
意
r
と
間
じ
鏡
式
に
附
満
す
る
の
は
こ
曳
に
改
め
て
羅
説
く
ま

で
も
な
い
。
そ
の
鏡
式
に
か
様
な
感
触
鏡
を
見
出
す
の
は
、
越
品

が
多
数
に
舶
載
さ
れ
る
に
作
ふ
て
、
同
種
の
技
術
の
内
地
に
於
け

る
艘
達
を
裏
附
け
る
も
の
と
し
て
ま
た
記
す
樗
き
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
様
に
見
て
來
る
と
、
新
π
に
注
意
せ
ら
れ
瀧
鰐
箔
鏡
の
示

す
分
布
上
の
事
實
は
、
舶
載
鏡
な
の
本
邦
鏡
造
温
を
通
じ
て
盛
に

北
ハ
等
が
古
壇
墓
に
嗣
葬
さ
れ
た
時
代
に
於
け
る
我
が
國
．
文
物
の
中

　
　
　
　
　
　
餓
三
＋
巻
　
第
鷲
號
　
　
　
蕪
七
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出
不
邦
古
培
ハ
獅
土
の
制
四
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

心
が
畿
内
で
あ
っ
た
の
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
う
ち

に
＾
曾
ま
れ
た
麦
立
華
ま
た
粟
糠
か
ら
こ
の
地
藻
に
獅
さ
れ
丸
ご
と

を
想
定
せ
し
め
、
從
來
の
箪
な
る
二
見
命
数
の
多
寡
か
ら
す
る
同

様
な
解
毒
に
較
べ
て
、
よ
り
確
か
な
糠
所
を
輿
へ
る
こ
と
が
改
め

て
強
調
せ
ら
る
の
で
あ
る
。
庭
が
右
の
様
な
麟
結
は
、
本
邦
上
代

の
文
化
を
考
へ
る
上
に
於
い
て
は
た
ま
た
彼
垂
か
ら
多
数
の
古
鏡

の
舶
載
を
記
す
る
重
代
の
支
那
の
文
献
を
通
じ
た
島
島
の
交
渉
の

研
究
に
大
き
な
役
立
ち
を
し
て
、
從
來
の
疑
問
に
寵
し
て
新
し
い

解
繹
を
為
す
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
が
　
兄
特

殊
に
し
て
本
誌
に
關
係
の
少
い
擬
の
あ
る
こ
の
一
編
を
ば
特
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
碍

載
を
講
ふ
こ
と
に
し
た
所
以
に
外
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
五

　
前
段
に
蓮
べ
た
云
は
Ψ
通
論
に
重
し
て
、
新
疫
に
知
ら
れ
た
賜

箔
鏡
の
そ
れ
ん
＼
・
の
示
す
分
布
の
事
彙
を
併
指
す
る
こ
と
か
ら
、

別
に
ま
た
考
察
上
の
示
唆
を
得
る
も
の
が
あ
る
。
是
等
の
申
で
の
・

愉
し
い
一
つ
は
鏡
式
に
依
っ
て
分
布
に
廣
挾
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
黙
は
現
・
在
で
は
ほ
Ψ
實
時
代
の
局
限
し
得
る
支
那
舶
載

鏡
に
於
い
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
後
漢
か
ら
壁
代

　
　
　
　
　
　
第
三
十
巻
　
第
三
號
　
　
　
三
八

に
亙
る
、
離
例
の
ば
じ
め
に
記
し
た
諸
鏡
に
較
べ
る
と
、
時
代
の

下
る
遺
晶
に
於
い
て
分
布
隈
域
が
電
磁
す
る
と
云
ふ
傾
尚
を
示
す

こ
と
が
可
な
り
顯
著
で
あ
る
。
離
騨
ち
一
六
の
｛
ハ
翻
朝
代
の
漁
蟻
…
選
と
静
脈

め
ら
れ
る
鍵
文
帯
舳
謙
獣
鏡
の
分
布
が
、
略
ミ
蕉
　
礒
本
の
全
土
に
亙

り
、
且
つ
侮
闇
の
曲
直
に
ま
で
も
及
ん
で
み
る
黙
は
、
右
の
黙
を

明
示
す
る
綱
と
せ
ら
れ
よ
う
。
・
而
し
て
こ
れ
が
畿
内
を
申
心
と
し

て
み
る
上
か
ら
右
の
現
象
を
以
て
、
よ
し
や
焼
物
は
支
那
の
製
作

品
で
あ
っ
て
竜
、
画
地
文
物
の
地
方
波
及
の
嚢
網
を
反
映
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
が

の
と
し
で
取
扱
は
る
漉
く
、
引
い
て
重
要
な
意
味
潅
持
っ
こ
と
が

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
れ
は
輩
に
周
箔
鏡
に
隈
ら
な
い

轡
右
の
三
三
を
忠
と
し
高
じ
鏡
の
時
代
を
邉
ふ
て
段

々
と
各
地
に
廣
く
分
布
し
て
行
つ
疫
…
貫
際
が
濃
州
遺
品
を
通
じ
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
顧
み
る
と
、
自
か
ら
ま
た
そ
れ
等
を
可
能
な

ら
し
め
た
交
通
路
の
存
し
π
こ
と
を
思
は
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
又
文
獣
の
乏
し
い
我
が
上
代
の
地
方
の
獲
達
な
り
、
枳
互

の
交
通
を
推
す
上
に
一
つ
の
重
要
な
乎
掛
り
を
提
供
す
る
も
の
な

る
に
思
ひ
至
ら
し
め
て
、
個
々
の
爽
見
地
が
新
た
な
無
心
を
呼
ぶ

こ
と
ば
な
る
。

（20S）



　
但
し
是
等
の
考
察
と
な
る
と
、
現
左
の
關
係
の
郵
見
が
贅
料
陶

、
膿
の
上
で
な
ほ
調
査
の
不
備
か
ら
癒
漏
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
爲

に
、
進
ん
だ
論
究
を
な
し
得
な
い
事
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
過

表
三
十
年
の
聞
時
に
程
度
の
差
は
あ
っ
た
が
、
右
の
基
準
贅
料
の

楡
掛
に
意
を
用
ゐ
℃
來
た
訳
者
の
維
験
か
ら
す
る
と
、
埋
も
れ
た

愚
贔
の
な
ほ
多
い
こ
と
の
思
想
さ
れ
る
現
歌
に
於
い
て
、
如
上

の
分
野
の
考
察
の
頗
る
興
喋
・
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
二
札

入
士
の
様
に
現
存
の
知
見
か
ら
つ
き
つ
め
疫
解
灘
を
加
へ
る
大
壁

さ
を
持
ち
得
な
い
。
そ
し
て
こ
の
揚
合
先
決
問
題
と
し
て
翼
に

資
料
の
蒐
集
に
意
を
嗣
み
て
、
基
．
礎
の
確
立
を
期
せ
ざ
る
を
得
な

い
次
第
で
あ
る
。
さ
れ
ば
如
上
の
黙
に
關
す
る
考
察
は
こ
れ
を
賂

來
に
期
し
て
今
は
た
樽
新
た
に
知
り
得
た
事
象
が
、
そ
れ
に
役
立

つ
も
の
た
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ぐ
め
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
尤
も
錐
者
は
か
く
塊
も
れ
た
来
殉
の
費
料
の
検
出
に
多
く
の
期

待
を
か
け
る
濟
で
あ
る
が
、
既
役
を
顧
み
る
と
、
今
や
か
様
な
間

に
あ
っ
て
竜
、
贅
料
に
就
い
て
ま
允
自
か
ら
一
つ
の
限
界
の
あ
る

こ
と
も
や
う
や
く
認
め
ら
れ
ご
來
た
の
を
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
個
々
に
取
り
出
さ
れ
疫
泌
物
よ
り
秀
、
そ
れ
等
を
含
む
一
騒

　
　
　
　
本
邦
古
墳
田
土
の
同
牌
氾
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

複
製
な
選
跡
を
通
じ
た
纒
つ
た
形
態
に
碧
い
．
て
想
定
せ
ら
れ
よ
う

と
し
て
み
る
こ
と
が
こ
の
揚
合
併
せ
纂
・
ぐ
潔
き
で
あ
る
。
錐
青
の

こ
の
一
編
は
も
と
既
に
殉
ら
れ
、
自
か
ら
も
使
用
し
ふ
る
し
た
資

料
自
艦
に
改
め
て
心
槻
察
を
加
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
新
た
に
濡
意

に
上
．
つ
た
事
象
に
基
い
た
竜
の
で
あ
る
が
、
考
察
を
進
め
る
に
從

っ
て
、
右
の
黙
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
個
々
の
實

物
に
即
す
る
新
し
い
認
識
の
…
間
題
を
持
ち
な
が
ら
、
た
え
す
よ
り

廣
い
背
景
と
の
蓮
な
り
に
於
い
て
そ
れ
が
意
義
づ
け
ら
れ
る
考
古

箪
そ
れ
自
燈
を
見
出
す
こ
と
に
な
b
つ
」
あ
る
の
を
思
ふ
の
で
あ

る
つ

第
三
十
徐
｝
　
篇
躍
搬
號

…二
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